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司法制度改善二關スル意見
謝二司法省ヨリ嚢表、各方面二提示セラレタル「司法制度改善二關スル
諸問題」二付キ、當法學部二於テハ、教授會二於テ、教授、講師並二校友
法曹中ヨリ委員ヲ囑任シ、昭和九年十二月十七日以降、四同二亙リ會合、
審議ヲ重ネタノL結果、之レニ封スル意見ヲ下記ノ如クニ決定シタ。術、其
ノ審議會二出席セラレタ諸氏ハ次ノ如クデアル。
第一同（昭和九年十二月十七日午後五時ヨリ、大隈會館二於テ）磯谷幸次郎
氏、聯谷健夫氏、阿部丈二郎氏、寺尾元彦氏、遊佐慶夫氏、中村宗雄氏、
高井忠夫氏、外岡茂十郎氏。長場正利氏。中村彌三次氏（以下幹事）江家義
男氏、齊藤金作氏。
第二同（昭和九年十二月十九翼午後五時ヨリ、大隈會館二於テ）磯谷幸次郎
氏、阿部文二郎氏、」血原鹿造氏、大橋誠一氏、遊佐慶夫氏、中村宗雄氏
外岡茂十郎氏、（以下幹事）江家義男氏。齊藤金作氏。
第三同（昭和九年十二月二十四日午後五時ヨリ、大隈會館二於テ）磯谷幸次
郎氏、清水孝藏氏、阿部丈二郎氏．大橋誠一氏、遊佐慶夫氏、中村宗雄
氏．高井忠夫氏、中村彌三次氏、（以下幹事）江家義男氏、齊藤金作氏。
第四同（昭和十年一月九日午後五時ヨリ、大隈會館二於テ）磯谷幸次郎氏、
仰川勝二氏、寺尾元彦氏、遊佐慶夫氏、中村宗雄氏、中村彌三次氏、長
場歪利氏、（以下幹事）江家義男氏、齊藤金作氏。
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　　　　　　　本大學ノ意見
第一　匠裁判所ヲ第一審トスル民事及刑事ノ事件ノ上告ハ
　　　之ヲ控訴院ノ管轄トスーミキカ
（意見）
　現行制度ノ下二於テハ、控訴院ヲ以テ上告裁判所ト爲スコトハ、弊害
多キモノト認ムo
　將來、人材ノ中央集中主義ヲ改メ、有能ニシテ學識アル制事ヲ更二一
贋・地方ノ控訴院二増置スルト同時二・各控訴院二上告部ヲ設ケ・大審
院ト連絡ヲ圖ル等ノ方法二依リ判例ノ統一二付キ相當ノ注意ト考慮トヲ
沸フニ至ラバ、本間ノ如ク輕微事件二付キ、控訴院ヲ以テ上告裁判所ト
爲スコトハ、當事者ノ利釜ノ爲メニ賛成シ得ベシ。
第二　民事事件二付上訴（控訴、上告）ヲ適當二制限スルノ
　　　要ナキカ若シ其ノ要アルモノトセバ其ノ方法如何
（意見）
　民事二於ケル上訴ノ制限トシテハ、輕微事件二限リ上告ヲ適當二制限
スルコトノミヲ考慮シ得。併シナガラ、是レトテモ、我國ノ現状、殊二各
種ノ原因二基キ、下級裁判所ノ判決二封スル國民的信用ノ厚カラザルニ
顧ミレバ、今、俄カニ之レニ賛成スルコト能ハズ。但シ本案二附随スル
訴訟手績上ノ争二關シ適當ナル制限ヲ設クルコトハ、考慮ノ飴地アリ。
第三　民事事件中少額ノ請求二付夜間叉ハ裁判所外ノ適當
　　　ノ場所二於テ裁判ヲ爲スノ途ヲ拓クノ要ナキヵ
（意見）
　裁判ヲシテ威信アラシムルガ爲メ、通常裁判所トシテハ、正規ノ如ク
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開廷シ、夜間若クハ裁判所外ノ場所等二於テ裁判ヲ爲サ・“ルヲ可トス。
當面ノ策トシテハ、’匿裁判所ノ規模ヲ鑛大シ・叉其ノ数ヲ増加スル等ノ
方法二依リ、現在ノ如キ混雑ト不便トヲ除去スルニ努ムベシ。
他日・我國二於テモ・杜會的要求タル工業裁判所、其ノ他各種ノ特別
裁判所ガ設置セラル・二至ラバ、夫レ夫レニ付キ當事者ノ爲メ便宜ナル
方法ガ考慮セラルベキモノトスQ
第四　輕微ナル刑事事件二付、夜問裁判ヲ爲スノ途ヲ拓ク
　　　ノ要ナキカ
（意見）
　我國二於ケルガ如ク、國家訴追主義ヲ執リ、且ツ略式裁判、起訴猫豫
等ノ制度ガ十分二蓮用セラル・事情ノ下二於テハ、其ノ必要ナシ。却ツ
テ種々ノ弊害ヲ惹起スル虞アリト認ム。
第五　巡同裁判ノ制度ヲ設クルノ要ナキカ
（憲見）
　其ノ必要ナシ・カ・ル制度ヲ實施スルハ弊害　ナカラザルモノト認ム。
避遠ノ地二佳スル者ノ便宜ヲ圖ルガ爲メニハ、宜シク亙裁判所ヲ増設ス
ベシo
第六：少額ノ民事事件二付、特殊ノ簡易訴訟手綾二依ルコ
　　　トヲ得ルノ途ヲ拓クノ要ナキヵ
（慧見）
　現在ノ直裁判所二於ケル訴訟手綾ヨリモ、更二簡易ナル手綾ヲ設クル
コトハ、結局二於テ、當事者二封シ十二分ナル椹利伸張ノ方法ヲ與ヘザ
ルコトニ蹄着ス・因ツテ假令・小額事件ナリト難モ・特殊ノ簡易訴訟手
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績二依ラシムルコトハ、裁判樺運用ノ公準二背クモノニシテ、賛成シ難
シ。寧・民事訴訟法ノ規定ヲ活用シ、画裁判所訴訟手績ノ簡易訴訟手績
タルノ機能ヲ褒揮セシムベシ。
第t　民事及刑事ノ訴訟記録ヲ簡便ニスル方法如何
（意見）
　訴訟記録ハ、之レヲ簡略ナラシムルガ爲メニハ、其ノ成作、編別等、
技術的方面二於テ研究スベキ黒堪少ナシトセザルモ、カ・ル技術的方面二
於ケル改善ヲ別トシテ、荷、次ノ諸鮎二付キ考慮スル必要アリ。
?、 刑事記録二付テハ、司法警察官ノ意見書、楡事ノi聴取書等、公判二
　於テ誰擦力ナキ書類ヲ分離シ、記録中ヨリ取除クコト。
　斯クスルコトニ因リ、同時二検事局ガ、現在二於テ往々、見聞スル
　ガ如キ不必要二詳細ナル取調ヲ爲スコトヲ抑止シ、且ツ公判裁判所ノ
　判事ガ、誰擦力ナキ書類二依リ、事實上二於テ心誰ヲ構成シ、事件ヲ
　豫断スルノ弊ヲ遜ケ得ベシ。但シ此ノ場合、分離シタル書類ハ、槍事
　局二之レヲ止メ、公判廷二於ケル誰腺調手績二篠ラズシテ公判裁判所
　二回逸若クハ内示スルガ如キコトヲ縄封二防1ヒスル必要アリ。
二、民事、刑事ノ記録ヲ通ジ、附随的書類、例之、請書誰明書等ノ類ハ、
　之レヲ省略スルノ絵地数多アリ。
　訴訟記録ノ簡略ハ、以上、技術的、形式的方面ニノミ限ラルベシ。其
ノ内容㌔殊二調書ノ内容二付テハ、省略スルノ絵地　ナシトス。就中、
民事記録二付テハ、現在、裁判所書記ノ作成スル調書ノ不正確。不完全
ナルニ鑑ミ、法廷内ノ設備ノ改善、裁判所書記ノ増員、其ノ素質向上等
ノ方法二依リ、調書ノ内容ヲシテ精確且ツ豊富ナラシムル必要アリ。之
レト同時二、民事訴訟法第一四八條ヲ活用シ、當事者ノ申立アルトキ
ハ、原則的二速記ヲ許可スルノ方針ヲ執ルベシ。
司法制度改善二關スル意見 5
　第八　民事判決ヲ爲スニ當り裁判所適當ト認ムルトキハ敗
　　　　訴ノ被告二封シ期限ノ猶豫分割抑其ノ他辮濟方法ノ
　　　　緩和ヲ囲ルコトヲ得ノレノ途ヲ拓．クノ要ナキカ　（緩和
　　　　ノ瓢ノミニ醤スル不服ノ串立ハ非訟事件トシテ決定
　　　　ヲ以テ≠寒ノ裁牛巧ヲ爲スコト）
ぐ憲見）
　民事判決訴訟ナルモハ本質ト、訴訟ノ實際トニ徴スルナラバ、本問
ノ如キ制度ヲ設クルコト到底不可能ナリ。寧・現在ノ調停手績二改善ヲ
加へ、若クハ裁判上ノ和解二關スル民事訴訟法ノ規定ヲ修正スルコ1・二
依リ、此等ノ手績ヲ活用スルヲ以テ優レリトス。
第九　民事訴訟二付、第二同ノ休止ヲ以テ訴ノ取下ト看倣
　　　　スモノトスルノ要ナキカ
（意見）
　其ノ必要ナシ。少敷ノ弊害ヲ防Lヒセム
ヲ設ケムトスルハ非ナリo
・シテ、本問ノ如キ劃一的規定
　第十　現在各府縣二分驕スル司法警察ヲ全國的二統一…スル
　　　　ノ要ナキカ其ノ他現行司法警察制度ノ改善二付考慮
　　　　スベ：キ黒占如イ可
（意見）
　現在ノ槍察機構ノ下二於テハ、司法警察ヲ全國的二統一スルコトハ、
其ノ「フアッシオ」的傾向ヲ助長スルモノトシテ、寧皿弊害多キモノト認
ム。現在ノ組織ノ下二於テモ、司法警察官ノ任冤二付キ、槍事正ガ或ル
程度二迄干與シ得ルモノト爲スナラバ、槍察當局ノ司法警察官二封スル
命令ハ、遺憾ナク徹底セラレ得ベシ。
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第十一　檜事局ノ書記及雇ヲシテ司法警察官吏ノ職務ヲ行
　　　ハシムノレノ制度ヲー一層徹底セシムノンノ要ナキカ
（意見）
　從來槍事局ノ書記及ヒ雇ヲシテ、司法警察官吏ノ職務ヲ行ハシメタル
ハ、槍察事務途行ノ便宜ノ爲メ、極メテ限ラレタル範園二於テ之レヲ認メ
クルニ過ギズ。然ルニ今、此ノ機構ヲ更二籏大、組織化スルニ至ラノ㍉
甑存ノ司法警察系統外二ず新タナル系統ヲ設ケ、之レニ封立セシムルコ
トトナリ、弊害ノミ多カルベシ。寧・第十二記述シクルガ如キ方法二依
リ、槍察當局ノ司法警i察官二i封スル指揮、命令権ヲ徹底化セシムルヲ以
テ優レリトスo
第十二　大審院二於ケル事實審理ヲ屡止スルノ要ナキカ
（意見）
　大審院二於ケル事實審理ハ、屋上屋ヲ架スルノ類ニシテ制度トシテ支
持スルコトヲ得ズ。併シナガラ我國下級裁判所二於ケル審理拉二判決ノ
現歌ヲ看ルニ、今、俄カニ之レヲ展止シ難キ事晴アリ。因ツテ當面ノ策
トシテハ、大審院ガ、自ラ事實審理ヲ爲スニ適セズト認ムル事件ハ、下
級裁判所二差戻若クハ移逡シ得ルノ途ヲ設クルヲ以テ、最モ適當ナリト
信ズ。
第十三　豫審ノ現状二鑑ミ之ヲ適當二改正スルノ要ナキカ
　　　若シ其ノ要アルモノトセバ其ノ方法如何
（意見）
　豫審制度ハ、我國ノ實情ノ下ニハ、之レヲ慶止シ難キモノト認ム。一而
シテ之レヲ存置スルニ就テハ、徹底的改革ノ要アリ。其ノ改革ノ要綱ト
シテハ、次ノ諸項目ヲ撃グルコトヲ得。
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?? 公判中心主義ヲ徹底シ・豫審ノ取調ハ・公判準備ノ程度二止ムルコト。
二、槍事ガ豫審二介入スルノ途ヲ杜縄スルコト。
　　現在ノ豫審制度二於テハ、豫審ノ内容二及ボス槍事ノ影響過大ナリ
　ト認ム・因ツテ此ノ弊ヲ矯ムルガ爲メニハ・豫審終結決定ヲ初メト
　シ、保繹許否ノ決定等二付キ、其ノ都度、槍事ノ意見ヲ蕪クノ規定ヲ
　創除スルヲ可トス。街、其ノ他、適當ノ方法ヲ講ジ、槍事ガ豫審二封
　シ、形式的ニモ、實質的ニモ、干渉シ得ザルモノト爲ス必要アリ。
三、豫審ヲシテ公明正大ナラシメ、且ツ人擢躁踊ノ跡ヲ断タシムルガ爲
　メ、少クトモ辮護人ノ立會ヲ原則的二許可スルコト。
　第十四　刑事ノ公判手績二付、裁判長ガ陪席判事ヲシテ被
　　　　告入ノ訊問及謹擦調ヲ爲ッ嚇シムル’コトヲ得ノレノ途ヲ
　　　　拓クベキカ
（意見）
　其ノ必要ナシ。
　通常公判手綾二於テ、陪審法第七〇條ノ規定スルガ如キ陪席判事ノ審
問ヲ認ムルコトハ、豫審ノ存スル限リ其ノ審間ハ屋上屋ヲ架スルノ類ナ
ルカ、然ラズムバ、判決裁判所ノ審間ヲ愈々形式的ナラシムベク、敦レ
ニセヨ實盤的眞實褒見ノ爲メ、弊アリテ利釜ナキモノトス。寧・現行制
度ノ下二於テ。刑事訴訟法第三三八條二項ヲ活用シ、陪席判事、殊二當
該事件ノ受命判事ガ、積極的二裁判長ノ審問ヲ輔佐、補充スルノ慣行ヲ
拓カシムペシ。
第十五　輕微ナル刑事事件二付、簡易手績（例へ・唯P決言
　　　渡）ノ制度ヲ設クノンノ要ナキカ
（意見）
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其ノ必要ナシ。
輕微事件ノ公判ヲ不必要二冗長、複雑ナラシムルコトハ、其ノ局二當
ル者ノ自制ト協調トニ依リ、現行制度ノ下二於テ、衙充分二之レヲ避ケ
得ベシ。特二規定ヲ設ケテ、特種ナル簡易公判手綾ヲ認ムルガ如キコト
ハ、場合二依リテハ弊害ノ因タルベシ。
第十六　違警罪郎決例二依ル帥決庭分及略式命令二封シテ
　　　ハ正式裁判ノ申立ヲ許スモ控訴ヲ許サザルモノト爲
　　　スノ要ナキカ
（意見）
　共ノ必要ナシ。假令輕微事件ナリト難モ、國家ノ裁判ヲ受クルノ穫二
付キ、本問ノ如キ重大ナル制限ヲ設クルコトハ不當ナリ。現歌二於テハ、
正式裁判ノ申立スラ事實上不可能ナラシメラル・場合　ナシトセズ。宜
シク違警罪郎決例ノ規定ヲ改正シ、正式裁判申立ノ規定ヲ有名無實ナラ
シメザル必要アリトスo
第十t　地方裁判所ノ刑事事件二付難取書二讃擦力ヲ認ム
　　　ルノ要ナキカ
（意見）
　縄封二其ノ必要ナシ。却ツテ第七ノ項二於テ記述シタルガ如ク、現行
法上誰擦力ノ認メラレザル聴取書等ハ、訴訟記録二加ヘザルヲ以テ可ナ
リト認ム。
第十八　地方裁判所以上ノ民事事件二付、辮護士張制ノ制
　　　度ヲ探ルノ要ナキカ
（慧見）
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我國ノ現歌二於テハ，民事々件二付キ辮護士彊制ノ制度ヲ採ル必要ナ
シ○
第＋九民事事件二付、辮護士二封スル報酬ヲ當然訴訟費
　　　用中二包含セシムルノ要ナキカ
（意昆）
　辮護士二封スル報酬ハ、訴訟費用中二包含セシムベキニ非ズト認ムっ
第艮十　弄唖事辮護二付、f㌃表辮論ノ制ヲ設ケ叉ノ、辮護ノヘ．ノ
　　　藪ヲ制限スノレノ要ナキカ
（慧見）
　辮護人ノ職能ヨリ看テ、代表辮論ノ制ヲ設ケ、其ノ辮護樺ヲ制限スル
ハ安當ナラズ。但シー被告人二封スル辮護入ノ数ハも其ノ極端ナル場合
ノ爲メ㍉イ可等カノ方法二依リナ樋限ヲ設クノレ必要アリト認ムe
第＝十一　辮護士試補ノ制度ノ運罵艮其ノ薮ノ統制其ノ催
　　　辮護士制度二關シ考慮スベキ黙如何
（意見）
　新辮護士法ノ規定スルガ如ク、辮護士試袖ノ指導ヲ辮護士倉ノ責任ト
爲スハ愛當ナラズ・因ツテ、現在ノ司法官試補修習制度ヲ櫨大充實シ・
且ツ之レニ辮護士指導員ヲ加フルコ1・二依り、辮護士試補ノ修習モ亦同
時二此ノ設備二擦リテ爲サシムルノ制度二改ムベシo
第二十罵　未決拘禁制度晶關シ考慮スベキ黙如何
（意見）
　現在ノ未決拘禁制度二付キ。被拘禁者ノ待遇ヲ改善スル必要アリト認
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ム。荷、未決勾留ノ甚シク長期二亙ル弊ヲ除ク爲メニハ、種々根本的ナ
ル封策ヲ必要トスルモ・未決勾留期間ノ更新二付キ・次ノ如ク現行規定
ヲ改正スルモ亦其ノー策タリ。
?、?? 判事ハ、被告入ヲ訊間セズシテ其ノ未決勾留ノ期間ヲ更新シ得
　ザルモノト爲スコト。
　未決勾留ノ期間更新ヲ許サズ、若クハ其ノ同数ヲ制限スルコトハ、
　實際問題トシテ不可能ナルト同時二、現在ノ如ク其ノ更新ヲ殆ンド無
　條件ナラシムルコトハ甚シク不當ナリ。因ツテ其ノ更新二付キ前掲ノ
　如キ制限ヲ設クルコトハ、豫審判事ノ努カヲ促シ更新ノ同数ヲ減少セ
　シムルノ敷果アルベシ。
二、更新決定二封シテハ、當該豫審判事所属ノ裁判所二封シ不服ノ申立
　ヲ許スコト。
第二十六　特別任用ノ判事補及瞼事補ヲ新設スルノ可否
（意見）
　制度トシテハ、其ノ必要ナシ。但シ裁判所書記ヲ優遇シ、官等昇進ノ
途ヲ拓クコトハ、沈滞セル其ノ士氣ヲ振作スルガ爲メ最モ必要トスベキ
ヲ以テ、官制上ノ問題トシテ別二之レヲ考慮スルヲ可トス。
第＝十八　正義衡李ノ國家的表徴トシテ荘嚴ナル大審院ヲ
　　　建設スノソノ要ナキカ
（憲見）
　三灌分立ノ國家機構ノ上ヨリ看テ、司法府ガ立法府、行政府ノ夫レニ
匹敵スル肚麗ナル建築物ヲ有スル必要アルコト素ヨリ當然ナリ。此ノ意
味二於テ、天皇ノ御名二於テ裁判権ヲ行フ司法府ヲ表象スルガ爲メ、カ
ノ新議事堂ニモ劃比シ得ル大審院聴舎ヲ建設スルコトハ急務ナリ。併シ
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ナガラ我國ノ現歌1・シテ、建築物ノ狭隆不完全ナルコトハ、下級裁判所
二於テ殊二甚シク、司法権ノ運用ヲ全ウスルガ爲メニハ、其ノ籏張改善
モ、亦、忽諸二附シ得ザルコトヲ忘ル可カラズ。
備考下記間題二付テハ、特二當大學トシテ意見ナキカ、又ハ、意見ヲ褒
　表スル必要ナキモノトシテ意見ヲ省略セリ。
第二十黒　刑務所ノ作業統制二關シ考慮スベキ鮎如何
第二十四　少年法ノ不定期刑制度ノ蓮用二關シ考慮スベキ黙如何
第二十五　繹放者保護事業ノ統制及助長二關シ考慮スベキ黙如何
第二十七　裁判所及槍事局ノ書記ノ藪養訓練ノ爲講習制度ヲ設クルノ要
　　　ナキカ
◎司法制度改善ノ根本方針二關スル意見
　今同司法省ヨリ提出セラレタル「司法制度改善二關スル諸問題」ハ・之
レヲー覧スルニ、其ノ多クハ費用ノ節減力、然ラズムバ裁判所、殊二槍
察機關ノ職僅鑛大二購着スルモノ・如ク、而カモ司法制度改善ノ根本間
題二鰯ル・コト　ナキ感アルヲ遺憾トス。以下司法制度改善ノ根本方針
二付キ意見ヲ開陳ス。
第一　司法擢ノ確立
現在ノ司法制度ハ、内部的欲陥ヲ包藏シ、司法灌ノ確立二一抹ノ暗影ヲ
投ズルノ虞ナキニ非ズ。而シテ司法制度ノ根本的改革二至リテハ、輕々二
其ノ論評論断ヲ許サ・“ルモ、現在組織ノ下二於テ、次ノ如キ改革ヲ施スコ
トハ・司法椹ノ運用ヲ愈々健全ナラシムルニ付キ、十分ナル致果アリト信
ジ、裳二提案ス
12 司法制度改善二關スル意見
?、? 察事務ハ、検事総長二於テ総括シ、司法大臣二於テ共ノ指揮ヲ爲シ
得ザルモノト爲スコト。
二、判事ノ進退二關シテハ、大審院長ヲ加ヘタル諮問機關ノ議ヲ経ルコト
　ヲ要スルモノト爲スコト。
　第二　司法精瀞ノ作興裁判所構成ノ改善
近來、事件ノ驚クベキ増加二俘ヒ、裁制所ノ執務ガ愈々事務化セラレ、
殊二、裁判ガ簡捷ノミヲ事トシ、事件ノ委曲ヲ端サ・“ルノ結果トシテ、當
事者其他關係人ノ念葱ヲ信フ場合紗シトセズ。裁判ノ威信ヲ傷クルコト是
レヨリ甚シキハナク、帥チアラユル障碍ヲ克服シテ、カ・ル弊風ヲ打破セ
ザル可カラズ。殊二其ノ爲メニハ、司法當局者間二司法纈諦ヲ鼓吹作興
シ、天皇ノ御名二於テ裁判擢ヲ行使スル共ノ責任ノ重大ナルコトヲー暦意
識七シメザル可カラズ。
是レト同時二、裁判所構成二著シキ改善ヲ加へ、裁判事務ノ圓滑且ツ完
全ナル進行ヲ圖ル必要アリ。因ツテ次ノ如ク提案ス。
?、 從來、司法部内二於ケル人材ノ㍉兎角、中央二集中セラレムトスルノ
傾向アリ。宜シク人事移動ノ方針ヲ改メ、更二一履単人材ヲ各地二分散
セシムルト同時二・殊二下級裁判所二優秀ナル人物ヲ配置スルニ努ムル
　コトO
二、裁判所ノ組織二職能主義ヲ加味シ、諸般ノ事情二因リ直チニ各種特別
裁判所ヲ設置スルコト困難ナリトスルモ、特種事件ノ爲メ、特別ノ部ヲ
設ケ㌔専門的知識ヲ有スル判事ヲシテ審現ノ衝二當ラシムルコ妬
蔦、從來ノ裁判所ノ設備ガ淘二貧弱ニシテ、裁判二必要ナル参考資料スラ
十分二備へ難キ歌態二在リ。宜シク圖書室等ヲ初メトシ、其設備ヲ鑛張、
充實シ。且ツ裁判二必要ナル事項ヲ調査スルノ機關ヲ設クルコト。
　第三人椹ノ餓重
司法擁ノ運用二當リも人樫擁護ノ大精梛二背クベカラザルハ、今更論ヲ
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倹タズ。然ルニ今日、両、往々ニシテ人権躁躍ノ叫ヲ蕪クハ、法治國トシ
テノー大恥辱、タリ。個々事件二於ケル事ノ眞偽ヲ別トシ、カ・ル不鮮ノ叫
ヲシテ其ノ跡ヲ断タシムルニハ、一二關係當局者ノ努力ト誠意トニ博ツ外
ナキモ、爾、制度トシテ次ノ如キ改革ヲ施スコトハ、刻下ノ急務ナリト信
ズ○
?、? 察聴ヲ裁判所ヨリ分離シ、以テ、動モスレバ此ノ爾者ヲ混同セント
スル杜會的誤解ノ原因ヲ除去スルト同時二、裁判機關ノ猫立性ヲ愈々明
確ナラシムルコト〇
二、豫審制度ノ改革。
蕊、違警罪部決例ノ改正。
　第四　司法機關ノ民衆化
司法官ガ動モスレバ、活杜會ト遠ザカリ猫自ノ環境ノ下二共ノ職務ヲ執
ルガ爲メ、誠意ヲ以テ爲セル司法灌ノ運用モ、遺憾ナガラ枇會的安當性ヲ
欲：ク場合　シトセズ。カ・ル弊害ヲ打破シ司法僅ノ健全ナル蓮用ヲ期待ス
ルガ爲メ、次ノ如キ提案ヲ爲スモノナリ。
?、 官僚主義、秘密主義ノ打破。
二、優秀ナル辮護士ヲ多数司法官二採用スルコト。
三、肚會各方面ノ人士ヲ集メ、各種ノ審議會ヲ開キ、意見ヲ徴スルコト。
　第五　司法豫算ノ増大
現在ノ司法豫算ガ、司法権ノ運用ヲ全カラシムルニ不足ナルコトハ、袋
二云フヲ侯タズ。而カモ司法省關係ノ國庫歳入ハ、毎年、其ノ歳出二比シ
遙力多額二昇ル歌態二在リ。洵二不當ナリ。宜シク朝野ノ理解ヲ得、司法
豫算ヲ増加シ、（一）裁判所ノ増設、（二）職員ノ増加勉二優遇、（罵）裁判所
設備ノ鑛張、改善等ヲ圖ルコトニ努ムベシ。
